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説明の概要について（第５回住民説明会）  

 

【第５回住民説明会の内容】（１ページ）  

１．南公園、隣接市有地の土壌汚染対策法に基づく要措置区域及び形質変更時

要届出区域の指定 

２．南公園、隣接市有地の土壌汚染対策 

３．南公園、隣接市有地の整備計画案 

４．南公園、隣接市有地の汚染対策及び公園整備のスケジュール 

５．民有地の汚染対策 

 

１ 土壌汚染対策法に基づく要措置区域及び形質変更時要届出区域

の指定 

【申請の範囲】（2ページ） 

今回区域指定されたのは、赤枠で囲った区域です。  

「八丁平南公園」「隣接市有地」「公園と市有地の間の緑道２号通線」「緑道１号通

線」これらを含めて全体として指定されました。 

 

【指定の内容】（3ページ） 

平成26年７月18日に北海道に区域指定の申請をし、10月10日に北海道から指

示を受けました。 

指示の内容は同じ区域に2つの指示を受けました。 

含有量基準超過に対しては要措置区域、溶出量基準超過に対しては形質変更時要と届

出区域の指定を受けました。 

指示措置として、含有量基準超過の区域については盛土の指示を受けました。 

措置を講ずべき期限として平成28年3月31日までとされました。 

要措置区域は指示措置が完了後、形質変更時要届出区域に変更となります。 

 

２ 南公園、隣接市有地の土壌汚染対策 

【指示措置（盛土）に対する措置の概要①】（４ページ、6ページ） 

 公園・市有地の中央部、 公園・市有地の道路に面した境目、緑道２号線・緑道１号線

の大きくこの3か所の対策についてご説明します。 

 盛土の対策については北海道と協議し、専門家の意見を踏まえ決定しました。 

 公園中央部は汚染土壌の上に5センチの砂利、その上に50センチの盛土を行いま

す。 
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 公園傾斜部（公園と道路の境界）については、盛土する部分の一部を掘削し、掘削し

た土砂は緑道１号、２号線の切り割の所に移動します、掘削したのち、50センチの盛

土と、盛土と汚染土の間に透水性のシート又は5センチの砂利を敷く予定です。 

【指示措置（盛土）に対する措置の概要②】（5ページ、6ページ） 

 緑道部については、公園傾斜部からの掘削土を切り割部分に埋戻しして、その上に透

水性シート又は砂利敷きをしてその上に50センチ以上の盛土を行う予定です。 

 緑道、園路は3センチのアスファルト舗装と27センチの砂利で合計30センチ行う予

定です。 

 

【措置対策に係る既存樹木の伐採、除草について】（7ページ） 

 盛土対策を行う場合の注意点ですが、既存樹木の移植は難しい状況です。 

 対応方針として、樹木、草などは地表部で伐採し、処分場で処理します。 

 土壌の中の根等は残置したまま盛土を行う予定です。 

 

【工事中における汚染土壌の飛散防止等の対策】（8ページ） 

①  汚染土壌の飛散防止として、掘削時は散水、シートをかけ等の飛散防止を図り、

掘削後は速やかに転圧し、盛土を行います。 

② 雨などによる汚染土壌の流出防止として、工事範囲を小さく分割し、掘削後は速や

かに盛土を行い、また表面の汚染土壌の流出を防ぐため、素掘り側溝や浸透池を設

置し、区域外への流出を防止します。 

③ 工事車両などによる汚染土壌の飛散防止として、土を運ぶトラックのタイヤが直接

汚染土壌に接しないようにし、場外に出るトラックのタイヤに付着した土も除去し

ます。作業に使用したブルドーザーやバックホウ等も撤収時に汚染土壌を除去し汚

染土壌の飛散防止を図ります。 

 

【盛土材について】（９ページ） 

 汚染対策として使用する盛土材は、陣屋町の消防支署の造成工事で発生した土砂を使

用予定で、神代町に仮置き中です。 

 また、不足分は八丁平3丁目の市有地の土砂を掘削し使用する予定です。 

 盛土の土砂は事前に土壌調査をし、安全確認して使用する予定です。 

 

３ 南公園、隣接市有地の整備計画案 

【整備計画の検討方法】（10ページ） 

 地域の皆様の意見をお聞きするため「八丁平南公園整備検討会」を設置し、整備方針

を検討してきました。 

 検討会は、関係者10名で構成した組織で、3回の検討会を開催し、公園の再整備に

あたっての意見を頂いたところです。 
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 主な意見として、冬期における西風対策や施設のバリアフリー化、桜等の植栽、園

路、駐車場、水遊び場の整備等が出ています。 

 

【整備計画の基本方針】（11ページ） 

整備方針として、南公園の復元と隣接市有地の公園化を図り、一体的な公園緑地とし

て整備を行うこととします。 

具体的な内容としては、 

・斜面を利用した展望台や滑り台の機能を復元。 

・多様なルートを選択できる園路を整備する。 

・遊具は新しいものに交換、水遊び場、幼児の遊び場を新たに設ける 

・トイレは既存のものを利用し、照明灯、排水溝は再利用する。 

・季節を彩る樹木や防雪機能を持った植栽等による新たな緑環境の創出。 

・車での利用に配慮した一時駐車帯、臨時駐車場の整備。 

・出入り口の段差を解消するなどバリアフリーの施設。 

を考えており、その内容は12ページの図面でお示ししています。 

 

【南公園・隣接市有地の整備案】（１２ページ） 

緑道1号線と緑道2号線を埋戻し、南公園と隣接市有地が現在切り割で分断されてい

ますが、高さを揃えて一体的に、展望台、展望広場としての整備を図ります。 

公園内の斜面を利用して、滑り台、そり遊び場の整備を図ります。 

現在トイレや遊具広場となっているところは、引き続き機能を維持し、水遊び場を加

え遊び場の集約を図ります。 

西風対策として植樹をし、季節を彩る樹木として桜の植樹をします。 

施設についてはバリアフリー化をし、周囲を囲むように園路の整備をします。 

また、一時駐車帯と隣接市有地に臨時駐車場として駐車場を設けます。 

 

４ 南公園、隣接市有地の汚染対策及び公園整備のスケジュール 

（13ページ） 

 汚染対策については、26年度中に汚染対策工事に着手し、約1年かけて工事を終了

する予定です。 

 公園整備については、汚染対策に引き続き工事を行う予定で、平成27年度早い時期

から工事に着手し、平成28年3月末までに完了させることを考えています。 

 公園の再開については平成28年の春ごろを予定しています。 

 汚染対策、公園整備の完了後は定期的な点検、モニタリングを行い施設の安全性を確

認していく予定です。 

 

５ 民有地の汚染対策 
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【民有地汚染対策工事に対する助成制度の概要①】（14ページ） 

市の土壌調査で土壌汚染を確認し、かつ、市が土壌汚染にかかわった可能性のある民

有地の汚染対策に助成を行います。 

対象となる土地は、企業埋立区域内及び埋立地に面する民有地で、市の土壌調査で土

壌汚染を確認した民有地を含む街区内の土地です。 

 

【民有地汚染対策工事に対する助成制度の概要②】（15ページ） 

 対象となる工事は、宅地内の土地で、土壌汚染対策法に基づく、土壌の摂取経路を遮

断する工事です。 

 工事は原状回復を限度とし、既存のアスファルト舗装部分等は助成対象から除きま

す。 

 助成の割合は対策工事費に対し10分の１０です。 

 助成の時期は今後議会と協議し、年明け後から申請を受け付ける予定です。   

 

以上 

 


